
システム概要
原動機等の種類

定格発電出力・台数

排熱利用用途

燃料

逆潮流の有無

運用開始

延床面積

一次エネルギー削減率※

ガスエンジン

400kW×1台、25kW×1台

冷房、暖房、バイオガス化用温水

都市ガス、バイオガス

無し

2023年4月

106,157㎡

3.0%

愛知県豊川市 イオンモール株式会社　清水建設株式会社　Daigasエナジー株式会社
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BOSコージェネ及びバイオガスコージェネ導入による
地域レジリエンス強化と環境負荷低減
～イオンモール豊川への導入事例～

　イオンモール豊川は「自然との共生」をコンセプトとしており、自然エネルギー技術の積極活用、地域環境負荷低減、防災拠点整備を目指した。

BOSコージェネ
◉防災拠点整備のため、非常用発電機に加え、信頼性の高い中圧導管とBOSコージェネを導入することで非常用発電機の油燃料が枯渇した災害
　時においても継続的な電源供給を可能とした。
◉平常時においても排熱を有効利用することで省エネルギー、省CO₂に貢献する。
◉自然エネルギーとして積極活用している太陽光発電（メガソーラーカーポート）の調整力として寄与する。

バイオガスコージェネ
◉施設内で発生する食品残渣は平均600㎏/日規模となり、地域廃棄物処理の負担となる。
◉オンサイト型バイオガス化装置を設置し、施設内で発生する廃棄物を処理してバイオガスを作り出し、バイオガスコージェネにより発電・温水とし
　て活用する。これにより廃棄物量を大幅に抑制することで、地域が担う廃棄物運搬・処理にかかる負担や有害物質、CO₂発生を低減させ、「資源
　循環型まちづくり」に貢献する。

導入経緯2

オンサイト型バイオガス化システム
◉飲食テナントの食品廃棄物をメタン発酵でエネルギーに変換し、電気と温水として再利用するシステム。

AIカメラによる空調換気制御
◉AIカメラで人密度を解析し、最適な空調制御を行うことで省エネルギーを実現。

エネルギーマネジメント
◉オープンネットワークとスマートBEMSを導入し、建築設備の効率的な運用と省エネルギー効果の検証を実施。

ZEB Ready認証
◉高効率技術を採用し、国内初の10万㎡以上の大型商業施設でのZEB Ready認証を取得。

自然エネルギーの最大活用
◉地中熱チラーと地下水のカスケード利用、メガソーラーカーポート、ダイナミック自然換気を活用。

再生可能エネルギーとの連携
◉カーポート型の太陽光発電設備とコージェネの連携により安定したピークカットを実現。

三重のレジリエンス強化
◉商用停電時の対応： BOSコージェネ、非常用ディーゼル発電機、太陽光発電設備の3つの自立電源を持ち地域の防災に貢献。
◉BOSコージェネの信頼性：中圧導管に接続し、他の発電手段が使えない場合でも安定的に給電可能。

EVステーションの活用
◉停電時のEV充電：BOSコージェネにより、停電時でもEVの充電が可能。
◉地域の災害対応：緊急車両や一般家庭用EVへの給電。
◉再生可能エネルギー融通：放電機能付EV充電ステーションを地域の再生可能エネルギー融通に活用。

特 長3

　イオンモール豊川は2023年4月にオープンした東三河地区最大級の商業施設で
ある。大型商業施設で初めてとなるZEB Ready認証を取得した本施設は「自然との
共生」をコンセプトとして、「自然エネルギーの積極活用」、「地域環境負荷低減」、
「防災拠点整備」という3つを軸に先導技術・既往技術を組合せている。
　具体策として、「立地特徴を活かしたダイナミック換気システム」、「メガソーラー
カーポート」の採用に加え、「バイオガス化システム＋バイオガスコージェネ（D-Bio
メタン®）」を採用し、施設より排出される食品残渣を電気・熱エネルギーとして利用す
ることで、地域環境負荷低減を図っている。さらに、「省エネルギー・レジリエンス強化・
再エネ電源への調整力に優れたBOSガスコージェネ」を導入し、その他各種省エネ
ルギーシステムと連携して運用することで、地域自然を最大活用しつつ強靭性の高
い施設を実現している。

概 要1

COGENERATION AWARD 2024

※コージェネが供給できる電力・熱を商用系統から給電・熱源機から熱供給した場合
　と比較した時のエネルギー削減率

システムフロー図

建物外観

非常時の電力供給図 設備写真




